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○
水
道
料
金
の
考
え
方
は
？

　

水
道
料
金
は
、「
基
本
料
金
」
と
「
従
量
料
金
」
の

部
分
に
分
け
て
、
計
算
し
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の
費
用
で

す
。
給
水
準
備
の
た
め
に
必
要
な
費
用
を
公
平
に
賄
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
使
用
者
の
水
使
用
量
の
多
少
に
関

わ
ら
ず
、
か
か
り
ま
す
。

　

一
方
の
従
量
料
金
は
、
各
使
用
者
が
自
身
で
使
用
し

た
水
量
に
応
じ
て
費
用
を
負
担
す
る
べ
き
と
の
考
え

に
基
づ
き
、
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
水
量
に
区
分

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
料
金
単
価
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
料
金
改
定
で
は
、
す
べ
て
の
区
分
に
お
い

て
値
下
げ
し
て
い
ま
す
。

６月検針分から

水道料金を値下げします。

　本市の水道事業は、昭和11年２月の給水開始以来、70年以上の間、安定給水に努め、

「安全」な水を需要者に供給する努力を続けてきました。水道は、市民の生活や産業活

動に欠かせないライフラインのひとつです。長い間水源不足に悩んでいた本市は、昭和

45年県営水道からの受水開始により安定給水が実現し、平成元年度からは、受水100％

に踏み切りました。そのため、県営水道料金が、本市の水道料金に大きな影響を与えて

います。現行の料金は、平成22年度から24年度までの３か年間の暫定的な料金引き下げ

でしたが、平成25年４月から県営水道の受水料金が改定され、本市の受水費用が軽減さ

れることから、本市の水道料金を、平成25年６月検針分から、平均7.23％減の料金改定

を行います。

改定のポイント
　　　● 料金単価の引き下げ

　　　　　＊全体で平均 7. 23％の引き下げ
　　　● 基本料金の引き上げ

　　　● 従量料金の基準となる水量区分の

　　　　 段階数を少なくし、水量幅を広げます

用途
改正前

➡

用途
改正後

使用水量 金額 使用水量 金額

普
　
通
　
用

　　  1㎥から 20㎥以下 174 円

普
　
通
　
用

1㎥から 20㎥以下 160 円

   20㎥を超え 40㎥以下 214 円 20㎥を超え 40㎥以下 200 円

   40㎥を超え 60㎥以下 254 円
40㎥を超え 100㎥以下 250 円

  60㎥を超え 100㎥以下 294 円

100㎥を超え 140㎥以下 344 円
100㎥を超え 200㎥以下 340 円

140㎥を超え 200㎥以下 404 円

200㎥を超えるもの 474 円 200㎥を超え 8,000㎥以下 460 円

200㎥超 ( 浴場用 )　 264 円 8,000㎥を超える部分 260 円

浴
　
場
　
用

200㎥以下
普通用の従量
料金に準ずる

額
浴
　
場
　
用

200㎥以下
普通用の従量
料金に準ずる

額

200㎥を超える部分 264 円 200㎥を超える部分 260 円

臨
時
用

744 円
臨
時
用

700 円

　　　　従量料金（2 か月の使　　　　用水量 1㎥につき）

●新しい上水道料金（大和高田市水道事業給水条例第 29 条による）＊便宜上２か月表示しています。
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➡

○�

具
体
的
に
は
、ど
れ
く
ら
い
水
道
料
金
が
下
が
る
の
？

　

左
の
例
で
は
、
口
径
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
使

い
、
２
か
月
で
水
を
40
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
た
場
合
の
計
算
例

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
40
立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
使
用
量
は
、
３

人
世
帯
が
２
か
月
で
使
用
す
る
水
量
と
、
だ
い
た
い
同
じ
で
す
。

改
定
後
の
料
金
は
、
改
定
前
と
比
較
し
て
４
６
０
円
値
下
げ
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

６月検針分から水道料金を値下げします。

● 口径 13㎜で 40㎥使用した場合（2 か月分、消費税別）

改定前
基本料金　　口径 13㎜　　　　　　　　　　 　　　  780 円
従量料金　（174 円× 20㎥）+（214 円× 20㎥）= 7,760 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計の料金　8,540 円

改定後
基本料金　　口径 13㎜　　　　　　　　　　　　　　880 円
従量料金（160 円× 20㎥）+（200 円× 20㎥）= 7,200 円

合計の料金　8,080 円　

減額分
460 円

※�実際の支払いの時には、上記の料金に、消費税及び地方消費税が加算されます。また、下水道を利用している

家庭は、下水道料金も必要です。

〔水道総務課料金係☎ 52-1366〕

用途 メーター
の口径

金額 
改正前 改正後

普
　
通
　
用

13mm 780 円 ➡ 880 円

20mm 900 円 ➡ 1,080 円

25mm 1,040 円 ➡ 1,500 円

40mm 1,640 円 ➡ 2,400 円

50mm 6,800 円 ➡ 7,600 円

75mm 8,600 円 ➡ 12,800 円

100mm 10,500 円 ➡ 15,600 円

150mm 19,800 円 ➡ 28,000 円

150mm を
超えるもの 管理者が定める額

用途
改正前

➡

用途
改正後

使用水量 金額 使用水量 金額

普
　
通
　
用

　　  1㎥から 20㎥以下 174 円

普
　
通
　
用

1㎥から 20㎥以下 160 円

   20㎥を超え 40㎥以下 214 円 20㎥を超え 40㎥以下 200 円

   40㎥を超え 60㎥以下 254 円
40㎥を超え 100㎥以下 250 円

  60㎥を超え 100㎥以下 294 円

100㎥を超え 140㎥以下 344 円
100㎥を超え 200㎥以下 340 円

140㎥を超え 200㎥以下 404 円

200㎥を超えるもの 474 円 200㎥を超え 8,000㎥以下 460 円

200㎥超 ( 浴場用 )　 264 円 8,000㎥を超える部分 260 円

浴
　
場
　
用

200㎥以下
普通用の従量
料金に準ずる

額
浴
　
場
　
用

200㎥以下
普通用の従量
料金に準ずる

額

200㎥を超える部分 264 円 200㎥を超える部分 260 円

臨
時
用

744 円
臨
時
用

700 円

基本料金（２か月につき） 　　　　従量料金（2 か月の使　　　　用水量 1㎥につき）

●新しい上水道料金（大和高田市水道事業給水条例第 29 条による）＊便宜上２か月表示しています。
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差押え等件数

平成23年度 平成25年 2月末現在

差押え

預金 202件 210件
給与 23件 16件
不動産 22件 29件
動産 4件 0件
生命保険 11件 4件
敷金等その他 4件 2件
小計 266件 261件

他市等の差押えに参加 83件 49件
差押え等合計 349件 310件

納
税
は
、あ
な
た
の
義
務

～
納
期
限
内
の
自
主
納
付
に
、ご
協
力
く
だ
さ
い
～

　
市
が
提
供
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
財
源
が
、
市
税
で
す
。

市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
、
納
期
内
に
税

金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
、
著

し
く
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
厳
し
い
姿
勢
で
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
滞
納
は
、
督
促
状
の
送
付
経
費
や
徴
収
の
人
件
費
な
ど
に
、
余
分

な
税
金
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
和
高
田
市
で
は
、
納
税
本
来

の
姿
で
あ
る
納
期
限
内
の
自
主
納
付
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
滞
納
処
分
」
を
強
化
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
市
税
等
の
徴
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、
収
入
や
財
産
が
あ
り
な
が
ら
、
市
税
を

納
付
し
よ
う
と
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
滞
納
処
分
（
差
押
さ
え
等
）
を
、
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

市
税
を
滞
納
し
た
場
合
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
20
日
程
で
、「
督
促
状
」
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
、
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
、
そ
の
税
金
を
完

納
し
な
い
場
合
は
、
本
人
の
同
意
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者
に
つ
い
て
「
財
産
調
査
（
預
貯
金
・

生
命
保
険
・
不
動
産
・
給
与
・
年
金
等
）」
を
、
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
差
押
え
」
や
「
調
査
」
は
、
税
金
の
徴
収
に
つ
い
て
定
め
た
法
律
に
よ
る

も
の
で
裁
判
所
の
令
状
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
、さ
ら
に
歳
入
の
安
定
的
な
確
保
を
は
か
る
た
め
、平
成
25
～
26
年
度
の
２
年
間
で
、

滞
納
整
理
を
柱
に
し
た
抜
本
的
な
市
税
等
の
徴
収
強
化
に
、
取
組
み
ま
す
。

納
期
限
が
過
ぎ
る
と

「
延
滞
金
」
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場
合
は
、
本
来
の
税
金
の
ほ
か
に
、「
延
滞
金
」

が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
で
す
。「
延

滞
金
」
は
、
未
納
額
に
対
し
て
年
14
・
6
％
の
割
合
で
か
か
る
た
め
、
銀
行
か
ら
お
金
を

借
り
る
よ
り
、
は
る
か
に
高
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

延
滞
金
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
、
罰
則
的
な
意
味
合
い
も
あ

り
ま
す
。

　
　

※�

納
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
、
１
か
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
の
割
合
は
、

年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　

例　

納
期
限
が
４
月
30
日
の
本
税
10
万
円
を
１
年
間
滞
納
し
た
場
合
の
延
滞
金

　
〔（
10
万
円
×
4.3
％
×
31
日
）
+
（
10
万
円
×
14
・
6
％
×
3
3
4
日
）〕
÷
3
6
5
日

　
　

＝ 

１
３
，
７
２
５
円 

→ 

端
数
処
理 

→ 

１
３
，
７
０
０
円

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
納
付
が
可
能
！

　

大
和
高
田
市
で
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税
等
の
納

付
が
、
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
融
機
関
以
外
で
も
、
休
日
や
夜
間
を

問
わ
ず
、
24
時
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

バ
ー
コ
ー
ド
の
印
刷
が
あ
る
納
付
書（
平
成
25
年
４
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
）を
、

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
こ
の
納
付
書
は
、
ゆ
う
ち
ょ
・
銀
行
等
の
金
融
機
関
も
今
ま
で

ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
）

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
納
期
限

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
、納
付
書
に
記
載
が
あ
る「
納
期
限
日
」ま
で
に
、納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
取
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

安
心
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

一
度
手
続
を
す
る
だ
け
で
、
指
定
口
座
か
ら
納
期
限
日
に
引
き
落
と
す
た
め
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

★
申
請
に
必
要
な
も
の　

預
金
（
貯
金
）
通
帳　

届
出
印

　

大
和
高
田
市
で
は
、
こ
の
納
税
本
来
の
姿
で
あ
る
自
主
納
付
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
収
納
対
策
室　

内
線
２
５
３
〕

納税は、あなたの義務 ～納期限内の自主納付に、ご協力ください～
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奈
良
県
よ
り
、微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ

２
・
５
）に
つ
い
て
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に

よ
る
注
意
喚
起
情
報
の
配
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

情
報
の
受
信
を
希
望
す
る
人
は
、奈
良

県
の
環
境
情
報
サ
イ
ト「
エ

コ
な
ら
」

（http://w
w
w
.eco.pref.

nara.jp/index.htm
l

）

　

ま
た
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
登
録
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
登
録
く
だ
さ

い
。

※�

こ
の
メ
ル
マ
ガ
は
、光
化

学
ス
モ
ッ
グ
情
報
の
メ
ル

マ
ガ
を
利
用
し
て
お
り
、

登
録
者
に
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令

情
報
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

※�

既
に
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
の
メ
ル
マ

ガ
に
登
録
し
て
い
る
場
合
は
、新
規
の

登
録
は
不
要
で
す
。

１
．発
令
地
域　

奈
良
県
全
域

２
．注
意
喚
起
を
行
う
判
断
の
目
安

　

当
該
日
の
午
前
５
時
、６
時
、７
時
の
１

時
間
値
の
平
均
が
85
㎍
／
㎥
を
超
え
た
場

　

県
内
で
は
、「
年
金
や
医
療
費
の
払
い

戻
し
金
を
振
り
込
み
ま
す
」
な
ど
と
嘘
を

つ
い
て
、
逆
に
お
金
を
だ
ま
し
と
る
『
振

り
込
め
詐
欺
』
が
、
多
発
し
て
い
ま
す
。 

◎
こ
ん
な
電
話
が
あ
れ
ば
、
要
注
意

●�
市
役
所
か
ら
、「
医
療
費
な
ど
の
還
付

金
が
あ
る
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て

欲
し
い
」
と
言
わ
れ
た

→�

公
的
機
関
が
、
現
金
自
動
預
け
払
い
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
利
用
し
て
年
金
や
医
療

費
の
還
付
振
り
込
み
を
行
う
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
！

合
は
、日
平
均
値
70
㎍
／
㎥
を
超
え
る
可

能
性
が
高
い
と
判
断
し
、注
意
喚
起
を
行

い
ま
す
。

３
．注
意
喚
起
が
行
わ
れ
た
場
合
の
対
応

　

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、以
下

の
点
に
留
意
し
て
下
さ
い
。

●�

子
ど
も
や
孫
か
ら
、「
事
故
な
ど
で
お

金
が
必
要
だ
か
ら
、
振
り
込
ん
で
欲
し

い
」
と
言
わ
れ
た

→�

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
子
ど
も
や
孫

に
、
電
話
を
か
け
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

「
こ
れ
っ
て
振
り
込
め
詐
欺
か
も
・
・
」

と
思
っ
た
ら
、

・�

ま
ず
は
慌
て
ず
、
冷
静
に
な
り
ま
し
ょ

う
・�

電
話
を
し
て
き
た
相
手
の
名
前
や
要
求

は
、
し
っ
か
り
メ
モ
を
と
り
ま
し
ょ
う

・�

何
を
聞
か
れ
て
も
、
自
分
の
個
人
情
報

（
家
族
構
成
・
携
帯
電
話
番
号
・
銀
行

の
口
座
番
号
な
ど
）
は
相
手
に
教
え
て

は
い
け
ま
せ
ん

・�

絶
対
に
、
相
手
か
ら
教
え
ら
れ
た
電
話

番
号
に
は
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

不
審
な
電
話
は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
、

身
近
な
人
（
家
族
、
近
隣
者
等
）
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。 

　

特
に
高
齢
者
は
十
分
に
注
意
し
、
お
か

し
い
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
最
寄
り
の
警

察
署
へ
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

内
線
３
１
４
〕 

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）とは
◉�大気中に浮遊している2.5㎛（１㎛は１㎜の１千分の１）以下の小さな粒子のこと
で、従来から環境基準を定めて対策を進めてきた10㎛以下の粒子である浮遊粒子
状物質（ＳＰＭ）よりも小さな粒子です。
◉�ＰＭ2.5は非常に小さいため（髪の毛の太さの１／ 30程度）、肺の奥深くまで入り
やすく、肺がん、呼吸系への影響に加え、循環器系への影響が懸念されています。
◉�現在、大気汚染防止法に基づき、地方公共団体によって全国500カ所以上でＰＭ
2.5の常時監視が実施しています。
◉�ＰＭ2.5を始めとする、大気汚染物質濃度の現在の状況については、環境省（大気汚
染物質広域監視システム【そらまめ君】）や多くの都道府県等によって速報値が公
表されています。

『
振
り
込
め
詐
欺
』　  

　
　
　
に
、注
意
！

奈
良
県
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
情
報
を
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信

・�

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
。

・�

野
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
を
で

き
る
だ
け
控
え
る
。

・�

屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を

必
要
最
低
限
に
す
る
。

・�

呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る

人
、
小
児
、
高
齢
者
等
の
高
感
受
性
者

は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ
り
慎
重
に
行

動
す
る
こ
と
。

　

奈
良
県
で
も
、常
時
測
定
し
て
お
り
、奈

良
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

eco.pref.nara.jp/)

で
、お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕
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本
市
で
は
、安
全
で
美
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、『
大
和
高
田
市
自
転
車
等
の
安
全
利
用
に

関
す
る
条
例
』に
基
づ
き
、駅
周
辺
に「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」を
設
け
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
区
域
内
に
放
置（
駐
車
）さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
、市
が
移
動
し
、保
管
し
て
い
ま

す
。

　

自
転
車
等
を
放
置
す
る
と
、交
通
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。盗
難
防
止
の
た
め
に
も
、近
く
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
等
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
保
管
場
所　

大
和
高
田
市
高
架
下
自
転
車
保
管
所

　
　
　
　
　
　
（
高
田
バ
イ
パ
ス
高
架
下
）　

☎
25
・０
１
０
３

▽
返
還
時
間  

 

● 

平
日　

午
前
９
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
５
時

▽
返
還
時
間  

 

● �

土
・日
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午（
祝
日・
年
末
年
始
は
、

返
還
で
き
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　

※�

土
・日
曜
日
に
撤
去
し
た
場
合
は
、撤
去
当
日
の
土
・日
曜
日

に
限
り
、午
後
も
返
還
で
き
ま
す

▽
持
ち
物　

自
転
車
等
引
取
通
知
書（
持
ち
主
が
確
認
で
き
た
場
合

は
、市
役
所
か
ら
送
付
）、自
転
車
等
の
カ
ギ
、印
鑑
、住
所
・
名
前
が
確

認
で
き
る
も
の（
免
許
証
・
学
生
証
等
）、移
動
費
２
、０
０
０
円（
移
動

日
か
ら
15
日
以
上
経
過
し
た
場
合
、保
管
料
１
、０
０
０
円
を
加
算
）

▽
保
管
期
間　

移
動
後
60
日
間（
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
）

〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
２
〕

「自転車等放置禁止区域」を指定しています
禁止区域内には、自転車等を放置しないでください

【高架下自転車保管所】

〒

近商
ストア

移
動
し
た
自
転
車
は
、

「
高
架
下
自
転
車
保
管
所
」で
保
管
し
て
い
ま
す
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ご
注
意
く
だ
さ
い

ト
ラ
ク
タ
ー
等
で

　
　
　
　

公
道
を
走
る
と
き

　

農
作
業
終
了
後
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で

公
道
を
走
る
と
き
、
機
械
に
つ
い
た
泥
を

落
と
さ
ず
に
走
行
す
る
と
、
大
き
な
泥
の

か
た
ま
り
が
道
路
に
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
歩
行
者
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
や
車
い

す
、
シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
土
ぼ
こ

り
で
近
所
の
迷
惑
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
を
終
え
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
公

道
を
走
行
す
る
前
に
は
、
き
ち
ん
と
泥
を

落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　

内
線
２
６
７
〕

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

飼
い
方
と
マ
ナ
ー
の
確
認
を

　

多
く
の
人
が
ペ
ッ
ト
に
魅
力
を
感
じ
た

と
し
て
も
、
す
べ
て
の
人
が
、
好
感
を
も

つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
今
一
度
、
ふ
ん
尿
、

鳴
き
声
、
放
し
飼
い
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
ふ
ん
は
必
ず
持
っ
て
帰
る

　

散
歩
中
、「
後
始
末
が
め
ん
ど
う
だ
か

ら
、
つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
・
・
・
」
と
い

う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
ふ
ん
を
持
っ
て
帰

る
こ
と
は
、
飼
い
主
と
し
て
の
最
低
限
の

マ
ナ
ー
で
す
。

　
「
大
和
高
田
市
ポ
イ
捨
て
の
防
止
等
に

関
す
る
条
例
」
で
は
、『
何
人
も
、
自
己

の
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
犬
等
が
公
共

の
場
所
及
び
他
人
の
占
有
す
る
場
所
に
お

い
て
、
ふ
ん
を
排
せ
つ
し
た
と
き
は
、
こ

れ
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。』
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
散
歩
中
は
、必
ず
、ビ
ニ
ー

ル
袋
等
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
野
生
動
物
に
え
さ
を
あ
げ
な
い

　

公
園
で
き
れ
い
な
野
鳥
や
か
わ
い
ら
し

い
ネ
コ
を
見
る
と
、
つ
い
エ
サ
を
与
え
た

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。   

で
も
、

エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
、
本
当
に
野
生
動

物
の
た
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。   

野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
与
え
た
ら 

◦
ネ
コ
が
エ
サ
を
求
め
て
、

人
家
周
辺
に
や
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
庭
に
フ
ン

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
近
所
に
も
、
迷
惑
を

か
け
ま
す
。

 

ド
バ
ト
（
土
鳩
）
に
エ
サ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
与
え
た
ら   

◦
生
息
数
が
、
増
え
ま
す
。

（
鳩
は
1
年
に
何
度
も
卵

を
産
み
、
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
き
ま
す
。
エ
サ

の
量
が
減
る
と
、
ハ
ト

は
増
え
ま
せ
ん
）   

◦
人
家
で
干
し
て
い
る
布
団
や
洗
濯
物
、

公
園
の
ベ
ン
チ
な
ど
に
フ
ン
を
落
と
す
。   

◦
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど

に
、
巣
を
作
り
ま
す
。
巣
の
周
辺
に
悪

臭
が
発
生
し
、
鳴
き
声
は
近
所
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
。   

◦
ド
バ
ト
の
エ
サ
に
、
カ
ラ
ス
も
寄
っ
て

き
ま
す
。   

　

一
部
の
心
な
い
人
が
、
ペ
ッ
ト
や
野
生

動
物
を
迷
惑
動
物
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ほ
か
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

疑
い
の
目
で
見
ら
れ
る
な
ど
、
気
分
の
良

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
正
し
い
飼
い
方
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

▽広告の大きさ（1件あたり）
　縦 54ミリメートル、横 87ミリメートル

▽掲載料（1件あたり）　25,000円
※12号連続して掲載する場合、1件分免除

▽申込方法　掲載を希望する広報誌の発行日の1か月前
までに、所定の申込書を広報情報課へ。申込書は市ホー
ムページでダウンロードできます。

※内容やデザインについては、事前にご相談ください。
※同一ページの隣り合う2 枠（2 件分）を、一つの広告と
して申し込むことができます。

※詳しくは広報情報課（内線 291）、または市ホームペー
ジ（http://www.city.yamatotakada.nara.jp/）で。

　ホームページのバナー広告も募集しています。
〔広報情報課　内線 291〕

広報誌「やまとたかだ」に広告を掲載しませんか？
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水
の
上
に
、
家
が
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
窓
を
開
け
る
と
、

涼
し
い
風
が
入
っ
て
き
そ
う
で

す
ね
。
さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の

ど
こ
で
し
ょ
う
。
答
え
は
後
ろ

の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

The pie cart is situated on the corner of Molesworth and Magellan Streets sells home made pies from the back of a large truck. Patrons either sit at nearby table and chairs, stools on the truck itself or takeaway. 
パイ販売車は、モールスワーズとマゼラン通りの角にとまっています。大きなトラックの後部から、自家製のパイを売っています。常連客は、そばのテーブルやいす、トラックの腰掛けに座るか、持ち帰ります。

The “Pride” mural and smaller murals depicting Aboriginal art near the Transit Centre, 
Molesworth Street.
モールスワーズ通りにある、トランジットセンター近くの「プライド」の壁画と、アボリジニ芸術が描か
れた小さな壁画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ
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～
か
ら
だ
を
動
か
し
て
健
康
長
寿
～

　

か
ら
だ
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
、
筋
力
や
骨
は
年
齢
以
上

に
衰
え
、
心
臓
や
肺
の
機
能
も
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

高
齢
の
人
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
運
動
器
の
機
能
低
下
に
要
注
意
！

　
「
運
動
器
」
と
は
、
身
体
活
動
を
担
う
筋
肉
・
骨
・
関
節
な

ど
の
総
称
で
す
。
高
齢
期
は
、
身
体
活
動
（
日
常
生
活
や
運

動
な
ど
で
か
ら
だ
を
う
ご
か
す
こ
と
）
が
不
足
す
る
と
、
運

動
器
を
は
じ
め
全
身
が
、
ど
ん
ど
ん
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

逆
に
積
極
的
に
か
ら
だ
を
う
ご
か
す
こ
と
で
元
気
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

●
何
歳
か
ら
で
も
向
上
す
る
運
動
器

　

最
近
の
研
究
で
は
、
た
と
え
90
歳
以

上
で
あ
っ
て
も
活
発
に
か
ら
だ
を
動
か

せ
ば
、
運
動
器
の
機
能
は
向
上
す
る
こ

と
が
、
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
の
運
動
器
の
衰
え
は
、
主
に
使
わ
な
い
こ
と
で
お

こ
る
も
の
で
す
。
老
化
現
象
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
気
込
み

で
、
積
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
若
い
心
身
を
と
り
も

ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
器
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
運
動

　

さ
て
、
明
治
24
年
国
鉄
の
開
通

に
よ
り
、
高
田
の
産
業
が
馬
冷
池

を
中
心
に
、
変
ぼ
う
を
遂
げ
る
事

に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
馬
冷
池
は
、

高
田
の
へ
そ
と
な
り
ま
し
た
。
雑
草・

ク
マ
笹
・
か
ん
木
が
生
い
茂
り
、
た

ぬ
き
の
住
む
と
言
わ
れ
た
馬
冷
池

の
周
辺
（
天
神
橋
筋
）
に
民
家
が

建
っ
た
の
は
、
明
治
17
年
片
岡
佐

吉
さ
ん
（
早
繰
り
機
製
造
業
）
と

農
家
の
水
本
惣
三
郎
さ
ん
の
２
軒

だ
け
で
し
た
。

　

馬
冷
池
周
辺
を
一
新
さ
せ
た
の

は
、
取
引
所
が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
明
治
26
年
３
月
「
株
式
会

社
大
和
米
他
二
品
取
引
所
」
が
、

吉
川
善
平
・
今
西
宗
十
郎
・
宮
内

岩
次
郎
・
村
島
長
一
郎
・
上
田
亀
太

郎
・
村
島
長
三
郎
・
堀
江
三
郎
ら

に
よ
り
設
立
、
馬
冷
池
南
西
の
、

え
ん
堤
上
に
事
務
所
を
構
え
る
た

め
、
今
の
本
郷
町
６
の
４
か
ら
10
ま

で
に
、
10
軒
程
度
の
家
屋
を
建
設

（
今
も
現
存
）。
建
物
は
、
え
ん

堤
上
に
半
分
、
残
る
半
分
は
、
池

に
20
㎝
角
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
建

て
、
い
わ
ゆ
る
吉
野
建
て
方
式
で
、

今
も
そ
の
使
用
に
耐
え
、
未
だ
に

棟
の
下
っ
た
家
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
よ
ほ
ど
良
い
晋
請
を
し
た
も
の

で
す
。
取
引
所
の
全
盛
期
に
は
、
一

日
に
４
、０
０
０
人
あ
ま
り
の
出
入

り
が
あ
り
、
米
ど
こ
ろ
岡
山
の
取

引
所
を
凌
り
ょ
う

駕が

す
る
よ
う
な
繁
栄
ぶ

り
で
有
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
、
米
相

場
に
熱
中
す
る
さ
ま
を
「
明
日
は

高
い
か
安
い
の
か
、
主
の
手
先
の
振

り
よ
う
で
、
楽
と
苦
労
の
分
れ
道
」

と
、
浪
曲
師
吉
田
奈
良
丸
が
「
奈

良
丸
く
ず
し
」
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
程
の
盛
況
ぶ
り
で
、
料
理

店
や
付
近
の
商
店
が
に
ぎ
わ
っ
た
と

言
い
ま
す
、
ま
た
同
じ
並
び
に
、

芸
妓
の
置
き
屋
「
大
又
」
も
で
き
、

常
時
10
数
人
の
芸
妓
を
抱
え
、
町

内
の
料
亭
で
お
座
敷
勤
め
を
し
た

も
の
で
す
、
昭
和
の
10
年
代
ま
で

続
き
ま
し
た
。
取
引
所
設
立
の
お

陰
で
、池
ノ
丁
に
は
、そ
の
後
カ
フェ
ー

「
さ
ざ
な
み
」、
料
亭
「
み
つ
わ
」、

喫
茶
「
モ
ル
ガ
ン
」
が
、
ま
た
北

側
の
天
神
橋
筋
に
は
、カ
フ
ェ
ー
「
み

ど
り
や
」、「
暁
」、
料
亭
「
田
毎
」

な
ど
が
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
ま

で
、
そ
の
余
録
を
得
た
も
の
で
す
。

　
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
今い

ま
む
か
し昔
⑵ 大和高田語りべ：上嶋　丈夫さん

　上嶋丈夫さんは、市内に住んで 89 年。自身が見てきた
高田の歴史を、文章に書きとどめています。
　今回、その一部を、本誌に掲載させていただくことになり
ました。

▶夏祭り、芸者さんが踊り、花火もあがったそうです
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自
分
の
気
持
ち
を

表
現
す
る
手
段
の
ひ

と
つ
が
イ
ラ
ス
ト
。

そ
の
イ
ラ
ス
ト
が
描

け
る
よ
う
に
ス
テ
ッ

プ
形
式
で
す
す
め
て

い
ま
す
。
４
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
い
方
に“
発

見
！
”
で
す
。 く

わ
ざ
わ
ゆ
う
こ
著
／
主
婦
の
友
社

　
『
４
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

　
　
　

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
！
』

5月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
野
菜
果
樹
草
花
庭
木
の
病
気
と
害
虫
』

	

根
本 

久
著
／
主
婦
の
友
社

『
ヒ
カ
ル
の
囲
碁
入
門
問
題
集
』	

	
石
倉 

昇 

著
／
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

『
白
球
ア
フ
ロ
』	

朝
倉 

宏
景 

著
／
講
談
社

『
お
っ
ぱ
い
ち
ゃ
ん
』	

有
田 

奈
央 

作
／
ポ
プ
ラ
社

『
で
ん
し
ゃ
に
の
っ
た
よ
』	

岡
本 

雄
司 

作
／
福
音
館
書
店

『
乗
り
も
の　

改
訂
版
』	

　

小
学
館

◎おはなし会
かい

▽とき　５月１１日㈯ ごぜん１０じ３０ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし　『びんぼう神

がみ

と福
ふく

の神
かみ

』

  ● 絵
え

本
ほん

　　『おばけのリンゴ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　５月２５日㈯ ごぜん１０じ３０ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい

  ● 手
てぶくろ

袋を使
つか

って　『お花がわらった』

  ● 絵
え

本
ほん

　　『なにを食
た

べてきたの』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

5 月の新着図書

　

次
の
2
種
類
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
効
果
的
で
す
。

① 

有
酸
素
運
動

　

息
を
止
め
な
い
で
す
る
運
動
で
す
。
心
肺
機
能
を
向
上
さ

せ
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に
も
な
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

水
泳
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

② 

筋
肉
を
つ
か
う
運
動

　

筋
肉
と
骨
に
負
荷
を
か
け
て
、
筋
力
を
ア
ッ
プ
し
骨
を
丈

夫
に
し
ま
す
。
マ
シ
ン
や
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
取
り

入
れ
た
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
地
域
包

括
支
援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ゆ
う
ゆ
う
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

　

場
所
：
市
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）

　

内
容
：
1
コ
ー
ス
3
か
月
週
1
回

　
　
　
　
（
毎
週
火
曜
か
金
曜
い
ず
れ
か
）

　

対
象
：�

65
歳
以
上
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
、
運

動
器
の
機
能
低
下
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕

◎
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！？

　

４
月
に
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
が
出
て

く
る
頃
…
。
時
に
は
気
分
転
換
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

今
回
は
、
違
う
“
面
”
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

（
!?
）
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
筆
ペ
ン
１
本
で

　
　
　

ち
ょ
こ
っ
と
イ
ラ
ス
ト
』

（
柳
川
風
乃
著
／
講
談
社
）

　
「
味
わ
い
深
い
筆
ペ
ン
を
使
っ

て
自
由
に
描
こ
う
」
と
著
者
は
魔

法
の
ペ
ン
へ
の
変
身
を
ご
紹
介
。

筆
ペ
ン
の
使
い
方
の
世
界
が
広
が

り
ま
す
。

『
高
田
の
ま
ち
な
み

︱
す
ず
き
は
る
あ
き
イ
ラ
ス
ト
集
︱
』

（
鈴
木 

陽
昭 

著
）

　

高
田
の
町
並
み
の
１
コ
マ
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
風
景

か
？
知
っ
て
い
る
場
所
も
あ
れ

ば
、「
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
の

か
。」
と
い
う
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

『
し
も
ん
ス
タ
ン
プ
で

　
　
　

か
い
て
み
よ
う
』

（
エ
ド
・
エ
ン
バ
リ
ー
作
／
偕
成
社
）

　

指
に
イ
ン
ク
を
つ
け
て
紙
に
ぎ

ゅ
っ
と
お
し
て
作
る
指
紋
ス
タ
ン

プ
。
点
や
線
を
加
え
る
と
…
色
ん

な
も
の
に
変
身
！
世
界
に
同
じ
も

の
が
な
い
自
分
の
指
紋
で
世
界
に

一
つ
だ
け
の
絵
を
描
い
て
み
ま
し

ょ
う
！　
（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

★
図
書
館
　
臨
時
休
館
★

◎
特
別
整
理
期
間
の
た
め
、
５
月
14
日
㈫
～
５
月
19
日
㈰
ま
で
休
館

し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
の
返
却
は
、
図
書
館
入
口
左
側
の
返
却
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
５
月
１
日
㈬
～
５
月
12
日
㈰
は
、

一
人
７
冊
３
週
間
貸
出
と
な
り
ま
す
。
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消費者問題啓発パネル展･･･5 月 27日㈪～ 6月 3日㈪、市役所 1階ロビーにて開催します。ぜひ、見に来てください。

相
談
事
例

増え続ける！
インターネット
関連トラブル

『
尿
路
結
石
に
対
す
る

　
　
　
　
　

内
視
鏡
手
術
』

　

最
近
、大
き
な
い
ん
石
が
ロ
シ

ア
に
落
ち
て
、そ
の
時
に
窓
ガ
ラ

ス
が
割
れ
た
り
、建
物
が
壊
れ
た

り
し
て
、多
く
の
負
傷
者
が
出
た

こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、い
ん
石
が
大
気
圏

に
超
音
速
で
進
入
し
た
こ
と
で

発
生
す
る
、衝
撃
波
が
原
因
だ

と
、言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
衝

撃
波
で
、尿
路
結
石
を
治
療
す

る
措
置
が
、「
体
外
衝
撃
波
結
石

破
砕
装
置
」で
す
。体
外
の
水
中

内
で
発
生
さ
せ
た
衝
撃
波
が
、皮

膚
か
ら
体
内
を
伝
わ
る
こ
と
を

利
用
し
、こ
れ
を
一
点
に
収
束
さ

せ
る
こ
と
で
、結
石
を
破
砕
し
ま

す
。

　
「
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術

（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）」は
、日
帰
り
手
術

が
可
能
な
、安
全
で
簡
便
な
治
療

法
で
す
が
、や
や
大
き
め
の
結
石

で
は
、１
回
の
治
療
で
破
砕
さ
れ

な
い
こ
と
や
、砕
か
れ
た
結
石
が

尿
管
に
詰
ま
っ
て
、痛
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
結
石
に

対
し
て
、最
近
増
加
し
て
い
る
治

療
法
が
、「
経
尿
道
的
砕
石
術（
Ｔ

Ｕ
Ｌ
）」で
す
。

　
「
Ｔ
Ｕ
Ｌ
」は
、尿
道
か
ら
内
視

鏡
を
挿
入
し
て
、尿
管
や
腎
臓
の

結
石
を
砕
く
手
術
で
す
が
、先
端

が
曲
が
る
軟
性
尿
管
鏡
と
、柔
ら

か
い
レ
ー
ザ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
を

用
い
て
採
石
す
る
手
術
を
、特
に

「
ｆ–

Ｔ
Ｕ
Ｌ
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。柔
ら
か
く
曲
が
る
内
視
鏡
で

腎
臓
内
の
隅
々
ま
で
観
察
し
、先

端
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
て

砕
石
し
、破
片
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト

カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ
て
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。腎
臓
内
に

結
石
を
残
さ
な
い
こ
と
や
、複
数

個
の
結
石
で
も
１
度
に
治
療
で

き
る
な
ど
、多
く
の
利
点
が
あ
る

手
術
方
法
で
す
が
、４
〜
５
日
間

の
入
院
は
、必
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
き
な
結
石
、珊
瑚
状

結
石
と
呼
ば
れ
る
じ
ん
臓
に
充

満
す
る
よ
う
な
結
石
で
は
、背
中

側
か
ら
腎
臓
内
に
内
視
鏡
を
挿

入
す
る「
経
皮
的
腎
砕
石
術（
Ｐ

Ｎ
Ｌ
）」を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
Ｐ
Ｎ
Ｌ
」で
は「
Ｔ
Ｕ
Ｌ
」よ

り
太
い
内
視
鏡
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
、大
き
な
結
石
の
治
療
に

お
い
て
有
効
で
す
が
、手
術
時
間

や
入
院
期
間
は
、「
Ｔ
Ｕ
Ｌ
」よ
り

長
く
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、全
国
的
に
も
早
い

平
成
11
年
に
レ
ー
ザ
ー
装
置
を

設
置
し
、性
能
が
向
上
し
た
新
た

な
内
視
鏡
も
導
入
す
る
こ
と
で
、

結
石
治
療
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、他
院
か
ら
大
き
な

結
石
の
治
療
依
頼
を
受
け
る
こ

と
が
多
く
、尿
路
結
石
に
対
す
る

内
視
鏡
手
術
は
、当
院
泌
尿
器
科

の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
に
有
益
な

結
石
治
療
を
、め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
泌
尿
器
科　

仲
川
嘉
紀
〕

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
相
談
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
主
な
３
つ
の
事
例

と
対
処
法
を
掲
載
し
ま
す
。

①
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
年

齢
認
証
ボ
タ
ン
を
押
す
と
登
録

完
了
と
な
り
請
求
画
面
が
出
た
。

「
３
日
過
ぎ
る
と
10
万
円
に
な

る
」「
期
日
ま
で
に
支
払
わ
な
い

と
、
身
元
調
査
を
行
い
訴
訟
に

な
る
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
が

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

（
20
代
男
性
）

　

契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
の

で
無
視
し
、
絶
対
相
手
に
連
絡

し
な
い
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
相
談
は

性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
最
も
多

い
相
談
で
す
。
不
安
に
な
っ
て

退
会
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
り
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す

る
人
が
い
ま
す
が
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
さ
れ
ま
す
の
で
絶
対

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
懸
賞
金
メ
ー
ル
詐
欺

　

携
帯
電
話
に
「
５
０
０
万
円

当
選
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い

た
の
で
、
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
。

登
録
料
は
無
料
で
あ
っ
た
が
、

懸
賞
金
の
受
取
方
法
確
認
の
た

め
の
メ
ー
ル
開
封
や
、
返
信
に

ポ
イ
ン
ト
代
が
必
要
で
、
代
金

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
し
た
が
２

日
間
で
約
10
万
円
の
請
求
が
決

済
代
行
会
社
か
ら
き
た
。
返
金

し
て
ほ
し
い
。（
60
代
男
性
）

　　

懸
賞
金
に
当
選
し
た
と
メ
ー

ル
送
信
し
、
有
料
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
登
録
さ
せ
、
懸
賞
金
の

受
取
方
法
を
確
認
す
る
た
め
に

と
有
料
ポ
イ
ン
ト
を
繰
り
返
し

購
入
さ
せ
る
と
い
う
悪
質
な
サ

イ
ト
で
す
。
当
選
メ
ー
ル
が
来

て
も
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
事

例
に
つ
い
て
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
の
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

や
出
会
い
系
サ
イ
ト
運
営
会
社

な
ど
と
交
渉
し
た
結
果
、
今
回

は
全
額
返
金
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
現
金
振
り
込
み
を
し
た
場

合
、
返
金
は
困
難
と
思
い
ま
す
。
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時    ▽ところ　市役所3階    ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所   ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

「
幸
せ
っ
て
何
？
」 122

　

２
年
前
の
11
月
に
、
あ
る
新
婚

の
国
王
夫
妻
が
日
本
を
訪
れ
、
話

題
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
か
。
こ
の
国
王
夫
妻
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
近
く
に
あ
る
、
ブ
ー
タ
ン

と
い
う
国
か
ら
来
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
は
、
中
国
と
イ
ン
ド

に
挟
ま
れ
、
面
積
が
九
州
と
ほ
ぼ

同
じ
、
人
口
約
70
万
人
の
仏
教
国

で
す
。
２
０
０
５
年
に
お
こ
な
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
国
民
の
97
％

が
「
幸
せ
」
と
答
え
、
世
界
の
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。ブ
ー
タ
ン
は
、

今
で
も
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得

が
日
本
の
20
分
の
1
ぐ
ら
い
の
国

で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ほ
と
ん
ど

の
国
民
が
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、ブ
ー
タ
ン
政
府
が
、

人
々
の
幸
せ
を
守
る
た
め
に
、
経

済
成
長
に
偏
ら
な
い
「
国
民
総
幸

福
」
と
い
う
基
準
を
大
切
に
、
国

政
を
す
す
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
国
の
「
国
民
総
幸
福
」
は
、

お
金
や
物
だ
け
で
は
な
い
、
人
と

人
、
人
と
自
然
の
関
係
を
大
切

に
す
る
そ
ん
な
心
の
豊
か
さ
が

あ
っ
て
こ
そ
、
幸
せ
な
の
だ
と
国

民
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
農
家
の
男
性
に
、

幸
せ
の
中
身
に
つ
い
て
尋
ね
て
い

る
場
面
を
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

彼
は
、「
家
族
と
一
緒
に
暮
ら

し
、
自
然
の
恵
み
か
ら
家
族
が
生

活
で
き
る
分
だ
け
も
ら
え
ば
い

い
」、「
自
分
一
人
の
幸
せ
な
ど
あ

り
得
な
い
。
み
ん
な
が
幸
せ
で
な

い
と
、
自
分
も
幸
せ
で
は
な
い
」

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で

は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
で
、
ブ
ー
タ
ン
に
も
近
代
化

の
波
が
押
し
寄
せ
よ
う
と
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
「
生
活
の
豊
か
さ
」
と
は
、
何

で
し
ょ
う
。
物
の
豊
か
さ
を
追
い

続
け
て
き
た
今
の
日
本
で
は
、
お

金
や
い
ろ
ん
な
品
物
を
手
に
入
れ

る
、
物
質
的
な
豊
か
さ
を
挙
げ
る

人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

幸
せ
の
捉
え
方
は
十
人
十
色
、

国
に
よ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

経
済
的
に
豊
か
で
な
く
て
も
、
心

が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
幸
せ
、
と

感
じ
る
ブ
ー
タ
ン
の
人
々
。
物
の

豊
か
さ
を
追
い
続
け
て
き
た
今
の

日
本
で
は
、
薄
れ
か
け
た
考
え
方

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

顔
を
合
わ
せ
た
ら
あ
い
さ
つ
を

し
た
り
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

助
け
合
う
家
族
や
、
お
隣
な
ど
の

人
間
関
係
が
あ
っ
た
り
、
自
然
に

触
れ
合
う
心
の
安
ら
ぎ
が
あ
っ
た

り
、
そ
ん
な
多
様
な
暮
ら
し
の
豊

か
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
の

よ
う
な
生
活
が
で
き
た
ら
い
い
で

す
ね
。

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

　

直
輸
入
と
表
示
さ
れ
た
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、
海
外
ブ
ラ
ン

ド
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
注
文
し

代
金
も
振
り
込
ん
だ
。
後
日
、

税
関
か
ら
商
品
は
コ
ピ
ー
商
品

の
疑
い
が
あ
る
の
で
、
引
き
渡

し
で
き
な
い
と
い
う
書
面
が
届

い
た
が
、
代
金
を
返
金
し
て
く

れ
る
の
か
。（
20
代
女
性
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利

用
す
る
場
合
は
、
所
在
地
、
電

話
番
号
な
ど
を
確
認
し
、
信
頼

で
き
る
業
者
か
ど
う
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
金
の

支
払
い
は
な
る
べ
く
代
金
引
換
、

も
し
く
は
後
払
い
を
選
ぶ
と
良

い
で
し
ょ
う
。
明
ら
か
に
安
価

な
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
ニ
セ
モ
ノ

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
購
入
し

な
い
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
事
例

に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
も
う
一
度

商
品
を
発
送
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

★
迷
惑
メ
ー
ル
は
、「
開
か
な
い
」

「
ア
ク
セ
ス
し
な
い
」「
連
絡
し

な
い
」
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
問
い
合
わ
せ
や
返
信
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。
不
審

に
思
っ
た
時
、
被
害
に
あ
っ
た

時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

身に覚えのない料金を請求する、架空請求のトラ
ブルがまた増えてきているみたいだ。�

�注意喚起をして、せっかく減少してきたの
に・・・�
�請求手段がハガキから電子メールに変わったのが

原因だよ。名目をデジタルコンテンツ代としてね。�
�
なんですか？デジタルコンテンツ代って。
�

「総合情報サイト利用料」「有料サイト利用料」など
を指すんだが、目に見える商品ではないので、買っ
たかどうか認識がしにくいんだよ。

�直接、携帯電話などに送られた電子メールで
あったら、家族もその内容を確認できません
よね。

�本当に購入したものならともかく、身に覚えのない
請求は、支払わずに無視することが大切じゃ。

�不安になったら、消費生活センターに電話し
てくださいね。

再び増加する架空請求の　　
　　　　　　　トラブル

教えて！
最新情報
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